
  

平成 29 年 5 月号 

                             一般社団法人高知県木材協会 

 

 

 

 

 皆さん、もう見かけましたか? 

5 月 1 日から上の写真のような路面電車が走っています。(いの町－高知市－南国市) 

高知県林業活性化推進協議会の事業で路面電車にペイントを施しました。 

運用期間は今年 8 月末日迄です。 

出発式は平成 29 年 5 月 1 日(月) 

とさでん車庫(高知市桟橋通り)に

て行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

林業活性化推進協議会 浜田会長、木材協会 小川会長、とさでん交通(株) 片岡社長 

「広げよう木づかいの輪」の電車が走る 
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  来年度(平成 30 年度)から今の県立林業学校 (森林技術センター内)が 

「県立林業大学校」にグレードアップします。 

その初代校長に建築家の隈 研吾 氏が就任することになりました。 

林業大学校は木造建築・高度な伐採技術などを学ぶ専攻課程を新たに設け

て人材の育成を行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高知新聞 5 月 17 日の記事 

 

CLT 建築で校舎を建築中です。右のページに構造見学会(6 月 3 日)のご案内があります。 

建設地・構造見学会集合場所は下記の図をご覧ください。 
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県立林業大学校 初代校長に 隈 研吾 氏 

建設地・集合場所 
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高知県からのお知らせ 



 

 

平成 29 年度からは木材協会内に販売戦略課を設置し、新たに 2 名を雇用して外商機能が強化されま

した。 
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県産材外商推進対策の強化 



 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

下記の 3 名が木材協会の新任職員です。宜しくお願いします。 

 

野地 清美 ( のじ きよみ ) 

職名：JAS 検査補助員 

年齢：61 歳 

職歴：高知県職員 (前 森林技術センター所長) 

趣味：散歩 

資格：農学博士 ( 愛媛大学大学院 ) 

 

監物 作治 ( けんもつ さくじ ) 

職名：関東駐在所長 

年齢：69 歳 

職歴：丸宇木材市売株式会社執行役員 

事務所所在地：千葉県香取市佐原 

   趣味：ゴルフ・将棋 

  特技：柔道有段者 

 

福原 絵梨 ( ふくはら えり ) 

職名：販売戦略課 担当職員 

年齢：26 歳 

職歴：医療器具・薬品の販売業 

出身地：東京都八王子市 

趣味：バレーボール 

特技：高身長を活かしたアタック 
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木材協会 STAFのご紹介 

新任職員のご紹介 

会長 小川 康夫(非常勤) 

専務 松岡 良昭 

会計課 片岡 和子 販売管理課 嶋﨑 雅允 販売戦略課 松岡 徹 

販売戦略担当(新任) 

福原 絵梨 

関東駐在所長(新任) 

監物 作治 

JAS 検査補助員(新任) 

野地 清美 
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税制改正大綱(林業関係抜粋) 
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平成 29 年 4 月 10 日(月)～5 月 19 日(金) 

近畿中国森林管理局 1F 展示ギャラリー 

 毎年、大阪の森林管理局に高知県産木製

品の展示をお願いしています。 

今年は季節が少し遅れたせいもあり、丁

度展示する 4/10 は桜が満開の日でした。 

管理局は桜の名所「毛馬桜の宮公園」に

接しており、自由通行のため多くの人が流

れていました。展示中に何人もの方から木

製品への質問責めがあり、その都度作業の

手が止まりました。展示期間も長かったの

で多くの人に見て頂けたと思います。 

展示協力：ばうむ合同会社・池川木材工業(有)・なかよしライブラリー・(株)土佐龍・(有)戸田商行・ 

     (株)エコアス馬路村・(株)井筒屋・水口木工所・クルミ工房 

 

 

 

平成 29 年 4 月 12 日（水） 

高知市帯屋町 1 丁目 314 

 自治会館・長浜バス停留所に続く

高知市内でのＣＬＴ建築となりま

す。繁華街にある狭小地へは資材の

搬入も苦労が多いところです。 

1 階は店舗、2～3 階は事務所になる

予定とのこと。 

ＣＬＴパネルによる耐力壁、床板

と軸組柱梁を組み合わせフレーム

構成した準耐火建築物で、都市部狭

小地におけるＣＬＴの優位性を実

証する事例となっています。 

 

   

大阪森林のギャラリー展示 

柳町ＣＬＴ建築構造見学会 
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平成 29 年 4 月 21 日（金） 

宿毛市 椰子会議室 

参加者：34 人 

(協 )西部木材センターの

1,000 回市で高知を訪れた県

外 14 人+県内から 4 人の合計

18 人の買い方と土佐材の生

産者・関係者による意見交換

会を行いました。 

製品や物流への要望がたく

さん有り、今後の参考になる

会となりました。 

 

 

 

 

 

平成 29 年 4 月 22 日（土） 

(協)西部木材センター 

参加者：約 90 人(買い方：65 人) 

総出荷材積：約 800 ㎥ 販売材積：591 ㎥ 

売上額：約 4,240 万円 

 (協)西部木材センターは昭和 48 年 8 月の創立、 

以来 44 年間の時を経て 1,000 回の市売り回数に到

達しました。この記念すべき開催に土佐材流通促進

協議会も協力し、盛大な市となりました。 

 

 

土佐材買い方の皆様との意見交換会 

(協)西部木材センター1000回記念市 
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平成 29 年 4 月 25 日（火） ちより街テラス 

 平成 25 年の木材利用ポイント事業を機会に

組織された林業活性化推進協議会。その後も毎

年活発に事業を展開しています。 

 昨年度は SWP 工法のマニュアル本作成や

「高知さんさんテレビ・高知ケーブルテレビ」

のスタジオセット及び木材協会の木質化に取

り組みました。 

 今年度は四国霊場八十八ヶ所へ木製ベンチ

を寄贈したり、電車のペイント広告などの事業

を行います。 

 

 

 

平成 29 年 4 月 27 日（木） 

高知会館 

 昨年度は、おはようこうち「木と人・出

会い館情報」のテレビ番組放送、高知もく

もくランド、木材利用優良施設コンクール、

木のおもちゃ貸出事業、ウッドピア松阪へ

の視察研修旅行など多くの事業がありまし

た。 新年度は目玉事業の 1 つとして「木

と人・出会い館」15 周年記念事業がありま

す。 

 

 

 

平成 29 年 5 月 12 日（金） 

ちより街テラス 

 

高知県産木材の地産外商

活動を担う土佐材流通促進

協議会。県外での消費地商談

会・展示会、県内へに加え、

輸出事業も強化していきま

す。 

右のページに平成 29 年度の

活動予定を示します。 

高知県林業活性化推進協議会総会 

高知県木材普及推進協会総会 

土佐材流通促進協議会総会 
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1. 消費地商談会事業  

 

6/22(木) 大阪商談会 大阪木材会館 

7/14(金)  東京商談会 足立区生涯学習センター 

8/19(土)～20(日)  かがわ家博 サンメッセ香川 

10/7(土)～8(日) 香川ウッディフェス サンメッセ香川 

11/15(水)～17(金) ジャパンホームショー 東京ビッグサイト 

1/30(火)～31(水) 東京モクコレ 東京ビッグサイト 

2/3(金)～4(土) 広島ビジネスフェア 広島市中小企業会館 

3 月上旬 「土佐の自然素材で家づくり」商談会(瀬戸内) 

2. 展示会事業 

6/1(木)～2(金) HIKARI 金沢 どまんなか市 

6/21(水)  東京中央木材市場 優良高知土佐材展 

7/26(水)  扇木材土佐材まつり 福岡ナイス市場 

9 月上旬  岡山扇木材 岡山ナイス市場 

10/21(土)～22(日) 山西プロウッドスタイルフェア 名古屋 

11/2(木))  高松太洋土佐材まつり 香川 

11/17(金)  丸宇木材市売株式会社 土佐材展示会 下館市場 

12/13(水)  大阪相互木材市場土佐材まつり 

2/22(木)  県内合同市 高幡木材センター 

3 月上旬  岡山扇木材 岡山ナイス市場 

 

 

3. 産地商談会事業 

 

各会員で実施 

 

 

平成 28 年度の 

実績は 34 事業 

来訪 255 人 

 

 

4. 輸出促進事業 

 

平成 30 年 2 月 

韓国 KOREA BUILD 

展示会への出展を予定 

土佐材流通促進協議会 平成 29年度事業計画(6月以降) 
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資料（1）全国住宅着工数 

 

平成２９年　　３月分着工新設住宅戸数：利用関係別・都道府県別表 （単位：戸、％）

対前年 対前年 対前年 対前年 対前年 対前年 対前年

戸数 同月比 戸数 同月比 戸数 同月比 戸数 同月比 戸数 同月比 戸数 同月比 戸数 同月比

北海道 2,613 -1.4 698 9.4 1,655 -6.1 29 163.6 231 -2.9 52 -50.9 173 35.2

青森 445 13.5 255 20.3 147 8.9 2      -   41 -8.9 0 0.0 41 -8.9

岩手 511 2.6 323 30.2 156 -31.6 1      -   31 40.9 0 0.0 31 40.9

宮城 1,628 12.0 563 3.7 806 38.0 55 450.0 204 -35.6 0   -100.0 203 -11.4

秋田 322 -17.6 243 -5.8 53 -49.0 1 0.0 25 -10.7 0 0.0 25 -10.7

山形 310 -20.1 193 -6.3 61 -54.8 13      -   43 -8.5 0 0.0 43 -8.5

福島 1,173 -19.4 508 4.3 502 -19.2 1 -99.1 162 -31.6 0 0.0 162 -30.5

茨城 1,724 -17.1 709 -12.1 734 -1.6 16 -93.4 265 -7.0 0 0.0 265 -7.0

栃木 1,208 15.8 445 -4.1 531 24.9 0   -100.0 232 55.7 0 0.0 232 55.7

群馬 1,180 11.4 533 -0.4 372 17.4 0 0.0 275 32.9 120      -   155 -25.1

埼玉 4,232 -6.2 1,053 -2.9 1,931 46.1 4 -91.5 1,244 -39.6 158 -84.6 1,072 6.9

千葉 3,655 9.9 799 -13.6 1,517 6.8 11 450.0 1,328 35.6 528 303.1 800 -4.9

東京 12,691 9.5 1,233 -10.9 6,174 12.1 34 6.3 5,250 12.6 3,433 13.5 1,768 10.9

神奈川 6,106 5.5 1,071 -3.6 2,864 26.7 375      -   1,796 -25.7 488 -60.7 1,270 11.6

新潟 794 -24.3 482 -9.1 227 -32.0 1 -50.0 84 -54.1 0   -100.0 84 16.7

富山 527 -29.1 275 -6.8 213 23.8 1 -96.4 38 -84.7 0   -100.0 38 18.8

石川 613 17.7 268 -6.9 285 61.0 7 600.0 53 -3.6 0 0.0 53 6.0

福井 407 -2.6 251 -1.2 121 -4.7 1 -50.0 34 -2.9 0 0.0 34 -2.9

山梨 471 -2.1 203 -34.9 137 87.7 0   -100.0 131 39.4 80 66.7 51 10.9

長野 753 -9.2 448 -10.9 216 9.1 5 -44.4 84 -29.4 0 0.0 82 -31.1

岐阜 697 -17.6 403 -19.7 191 7.3 0   -100.0 103 -37.6 0   -100.0 103 -22.6

静岡 1,806 -4.2 857 -13.3 475 -27.6 20 185.7 454 94.0 212      -   242 3.4

愛知 5,573 1.2 1,611 -2.1 2,319 -2.9 9 -60.9 1,634 12.9 528 -0.6 1,094 19.4

三重 857 2.6 364 -15.9 384 78.6 1 -50.0 108 -41.6 0   -100.0 108 24.1

滋賀 655 7.7 318 7.1 206 -9.3 0 0.0 131 56.0 66      -   65 -22.6

京都 1,003 -7.6 337 -9.4 426 5.7 0   -100.0 240 -7.0 0   -100.0 240 -6.6

大阪 6,945 9.6 880 0.1 3,597 47.1 102 -21.5 2,366 -18.0 1,536 -24.7 815 -2.2

兵庫 2,403 -21.3 809 -0.4 930 -1.6 0   -100.0 664 -48.7 233 -72.3 431 -4.9

奈良 497 -5.2 195 -0.5 165 20.4 0   -100.0 137 -27.1 0   -100.0 137 18.1

和歌山 292 22.7 180 9.1 89 78.0 0 0.0 23 0.0 0 0.0 23 0.0

鳥取 173 -13.5 128 18.5 29 -65.5 14 1,300.0 2 -71.4 0 0.0 2 -71.4

島根 218 -32.7 138 7.8 74 -45.2 0 0.0 6 -90.2 0   -100.0 6 -60.0

岡山 1,154 53.7 471 30.8 487 59.2 0 0.0 196 130.6 87      -   109 28.2

広島 1,391 -13.6 410 -8.7 521 -24.7 0 0.0 460 -1.9 254 8.1 206 -12.0

山口 622 7.1 241 -20.7 249 29.0 1      -   131 56.0 74 68.2 57 42.5

徳島 318 -19.9 169 -18.4 139 15.8 1      -   9 -87.1 0   -100.0 9 -43.8

香川 430 -14.5 205 -9.3 125 -26.0 0 0.0 100 -7.4 73 35.2 27 -50.0

愛媛 540 6.1 264 9.5 240 30.4 0 0.0 36 -57.1 0   -100.0 36 24.1

高知 290 51.0 112 0.9 117 105.3 5 66.7 56 166.7 42      -   14 -33.3

福岡 3,574 -0.6 812 2.5 2,198 0.5 8 100.0 556 -8.9 153 -47.1 403 25.5

佐賀 421 -12.1 180 16.1 203 -21.9 1      -   37 -42.2 0   -100.0 37 85.0

長崎 550 4.4 217 -10.7 300 22.4 2 -89.5 31 55.0 0 0.0 31 55.0

熊本 1,090 4.6 565 29.0 255 -9.3 12 140.0 258 -18.9 193 0.0 65 -48.0

大分 503 -21.0 261 -1.5 177 -32.7 13 30.0 52 -47.5 0   -100.0 52 -8.8

宮崎 496 -21.4 261 -5.8 174 -33.1 1 0.0 60 -35.5 0 0.0 60 -35.5

鹿児島 651 -42.0 320 -12.1 192 7.3 5 66.7 134 -76.8 75 -85.2 59 -15.7

沖縄 1,375 29.5 207 -10.4 973 47.6 3 -40.0 192 15.0 164 21.5 28 -12.5

合　計 75,887 0.2 21,468 -3.6 33,937 11.0 755 -2.3 19,727 -10.8 8,549 -24.3 11,041 3.4

北海道 2,613 -1.4 698 9.4 1,655 -6.1 29 163.6 231 -2.9 52 -50.9 173 35.2

東北 4,389 -4.1 2,085 6.7 1,725 -4.5 73 -39.7 506 -27.3 0 -100.0 505 -16.4

関東 32,020 4.3 6,494 -8.9 14,476 18.0 445 31.7 10,605 -3.3 4,807 -12.2 5,695 5.8

北陸 2,341 -14.3 1,276 -6.7 846 4.4 10 -69.7 209 -59.9 0 -100.0 209 10.6

中部 8,933 -1.5 3,235 -9.4 3,369 -2.0 30 -9.1 2,299 13.2 740 12.0 1,547 12.9

近畿 11,795 -0.4 2,719 -0.1 5,413 28.7 102 -45.2 3,561 -24.7 1,835 -37.9 1,711 -3.1

中国 3,558 2.7 1,388 2.9 1,360 -3.5 15 1,400.0 795 12.6 415 27.7 380 -0.3

四国 1,578 -1.4 750 -4.5 621 17.2 6 100.0 201 -29.0 115 -29.4 86 -28.3

九州 7,285 -9.3 2,616 3.2 3,499 -4.8 42 0.0 1,128 -36.7 421 -60.8 707 0.1

沖縄 1,375 29.5 207 -10.4 973 47.6 3 -40.0 192 15.0 164 21.5 28 -12.5

首都圏 26,684 5.8 4,156 -7.7 12,486 18.8 424 423.5 9,618 -4.9 4,607 -15.1 4,910 7.3

中部圏 8,933 -1.5 3,235 -9.4 3,369 -2.0 30 -9.1 2,299 13.2 740 12.0 1,547 12.9

近畿圏 11,795 -0.4 2,719 -0.1 5,413 28.7 102 -45.2 3,561 -24.7 1,835 -37.9 1,711 -3.1

その他地域 28,475 -3.8 11,358 -1.1 12,669 2.1 199 -57.9 4,249 -19.0 1,367 -39.2 2,873 -3.1

うち一戸建総数 持家 貸家 給与 分譲 うちマンション

政府統計資料による 

住宅着工情報 
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資料（2）全国の月別新設住宅着工(25 年度～28 年度)   29 年 3 月まで 

 

平成 29 年 3 月の全国の新設住宅着工数は 75,887 戸で前年同月より 0.2％増とほぼ横ばいだった。

持ち家（注文住宅）は、前年同月比では 3.6％減の 21,468 戸と減少した。貸家は引き続き好調で、前

年同月比 11％増の 33,937 戸と依然と高水準を保っている。分譲住宅は、一戸建てが同 3.4％増の

11,041 戸となり、マンションは年度末を迎えて同 24.3％減の 8,549 戸となった。 

持ち家や戸建て分譲住宅は横ばいで推移しているが、分譲マンションは 2 か月連続の大幅減少とな

った。また、賃貸は相変わらず好調で推移している。今後は首都圏ではオリンピック関係の工事が始

まっているため、建築関係者の人手不足が懸念される。 

 

資料(3) 四国の月別新設住宅着工数(平成 25～28 年度)    29 年 3 月まで 
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資料(4) 高知県の月別新設住宅着工数(平成 25～29 年 3 月まで)  

 

高知県の平成 29 年 3 月の住宅着工数は、1～2 月の減少の反動で前年度比 51％増の 290 戸と大幅増

なった。持ち家は、前年同月比 0.9％増の 112 戸とほぼ横ばい。貸家は年度末をむかえ同 105.3％増の

117 戸と倍増となった。分譲も年度末をむかえ、同 166.7％増の 56 戸で、内訳は分譲マンションが４

２戸、分譲住宅は、同 33.3％減の 14 戸となった。 

県内の新設着工住宅は、貸家が年間を通して好調を維持しており、全体的には昨年度より 14％増の

3,116 戸となった。今後の推移は貸家次第だが、前年度より横ばい～やや減少で推移する見込み。 

 

 

 

 
 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 
１０

月 

１１

月 

１２

月 
１月 ２月 ３月 

H25 283 312 188 286 378 284 601 413 301 208 222 182

H26 209 133 233 235 277 284 251 285 187 192 211 258

H27 240 219 210 302 139 235 235 311 182 171 286 192

H28 230 245 271 285 302 216 396 306 198 165 212 290

0
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700

高知の住宅着工（Ｈ25～28） 

H25

H26

H27

H28
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資料(5) 製品市況 関東市売り場(28 年 5 月～29 年 5 月 15 日まで) 木材ウイークリー参照 

 

備考：桧ＫＤ土台 3M・4Ｍ 105 角・120 角 はすべて同価格の為、グラフが重なって見えます。） 

平成 29 年 5 月の国産材製品市況は、年度末からの端境期をむかえ、羽柄材、小割材など一部商品

は安定的に推移しているが、全体的には保合～弱保合で推移している。輸入材や集成材等は現地のラ

ミナ高などの影響もあって、強保合で推移している。構造材は桧 KD土台・柱角、杉 KD柱角とも荷動

きは弱保合、羽柄材は杉 KD間柱を中心に保合。役物は昨年同様に引き合いが少なく、弱保合で推移し

ている。今後需要期に入るまではしばらくは保合～弱保合で推移する見込み。 

 

 

写真は(協)西部木材センター1000 回記念市  

45,000

47,000

49,000

51,000

53,000

55,000
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65,000
杉KD 柱 3M 
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桧KD 土台 

4M 120角 

WW 柱 3M  

105角  

米松 KD平角 

4M 105×240 

杉集成 柱   

105角 

木材価格情報 
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資料(6) 平成 28 年～29 年丸太市況 桧 3～4ｍ（久万広域森林組合分）平成 29 年 5 月 11 日迄 

 

平成 29 年 5 月の桧丸太価格は、年度末からの端境期をむかえ、製品価格も弱保合なことから、丸

太も保合で推移している。合板用丸太や梱包用材、チップ・バイオマス用材等の低質材は、サイプレ

ス・スナダヤの買いが入り始めていることで、保合～強保合で推移しており、一般材との価格差が少

なくなってきている。今後しばらくは、農繁期や梅雨時期もあることから、出材料も少なめなことが

予想され、しばらくは保合で推移する見込み。 

 

資料(7) 平成 28 年～29 年丸太市況 杉 3～4 ｍ(久万広域森林組合分) 平成 29 年 5 月 11 日迄 

 

平成 29 年 5 月の杉丸太価格は、年度末からの端境期をむかえ、製品は羽柄材や小割材は保合で推移

しているが、構造材は弱保合で推移していることから、丸太も保合で推移している。合板用丸太や梱

包用材、チップ・バイオマス用材等の低質材は、サイプレス・スナダヤの買いが入り始めていること

で、保合～強保合で推移しており、一般材との価格差が少なくなってきている。今後しばらくは、農

繁期や梅雨時期もあることから、出材料も少なめなことが予想され、しばらくは保合で推移する見込

み。 
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平成 29 年 5 月の商況は、住宅着工が端境期に入り、賃貸物件が相変わらず好調だが、全体ではプ

レカット工場の稼働は例年どおり下降傾向で推移している。そのため国産材製品相場は、これまで不

足気味だった一般材を中心に不足感が解消されつつあり、一部構造材・羽柄材・小割材等に不足感が

あるが、全体的に保合～弱保合で推移している。また、役物需要は一部板材が動いているが、全体的

には低調な推移になっており、全国的に弱保合が続いている。今まで不足していたＲウッド集成平角

やＷウッド集成管柱、構造用合板なども不足感が解消されてきているが、現地ラミナの価格上昇等な

どにより、一部製品の値上げもみられ、保合～強保合で推移している。 

 

(1).丸太相場 

国産材丸太相場は、新年度になって端境期にはいり、製品需要が軟化しており、それに合わせて丸

太価格も保合～弱保合で推移している。 

また、合板用や梱包用、チップ用やバイオマス用の低質材は、

サイプレス・スナダヤが仕入れにはいり、保合～強保合で推移

しており、これにより一般材と低質材の価格差が少なくなって

きている。今後は、農繁期や梅雨時期になるために例年同様に

出材は少なめが見込まれるが、製品需要動向次第になるが、一

般材は保合～弱保合、低質材は保合で推移する見込み。 

 

 

（注） 3桁は本売り ㎥あたり単位：円 

10,300 16,200 14,800

30上 12,200 10,500 16,300 15,500

6.00 18上 16,000 14,200 23,000 21,000

10,100 12,000

14～16 10,000 8,500 17,700 15,7004.00

8～11 321
321

363
363

12
10,700 12,100

13

18～22 12,300 11,700 16,300 15,500

24上 12,200

24上 12,900 10,900 17,200 15,200

30上 11,800 10,700 14,500 14,100

久万広域森林組合　5月11日相場表

杉 桧

7,500 10,900

3.00

8～11 270
270

270
270

12
7,500 10,900

13

16 14,100 12,800 16,700

長さ 末口計 直 曲 直 曲

14 8,600 7,100 12,100 11,200

15,500

18～22 13,200 11,200 16,100 15,100

5 月の商況 

p.21 

 

 



(2).国産材製品相場 

 

5 月の国産材製品は、新設住宅着工の端境期にはいり、緩やか

に下降している。現在は一部で米ヒバ KD土台の代替え品として桧

KD土台 105mm角や杉間柱・小割材等に引き合いがあるものの、全

体的には製品の不足感は薄れており、保合～弱保合で推移してい

る。役物は枠材用やフローリング・壁板等の板材はある程度の需

要があるが、役柱や敷居・鴨居材等は低調で、弱保合で推移して

いて、役物工場は販売面で苦戦している。 

 

 

 

（3）．米材 

5 月の国内挽き米松製品は、米国内需要が相変わらず好調で現地の丸太需要が活発なことや、中国向

けの丸太輸出も堅調なことでコスト高となっていて、丸太価格は上昇基調だが、国内製材工場のコスト

吸収余力は乏しく、製品価格への転嫁も難しいことから、据え置きで推移している。製品は小角・小割

など一部値上げはされたが、主力の KD 平角は競合するＲウッド平角の値上げの遅れが影響して、据え

置きで推移している。色物は全体的に品不足で強保合、米ツガは米松同様保合で推移している。 

 

 

 

土台角 桧（KD) 4Ｍ　120mm角 58,000 58,000

土台角 桧（KD) 4Ｍ　105mm角 59,000 59,000特　等

特　等

柱角 桧（KD) 3Ｍ　120mm角 58,000 58,000

柱角 桧（KD) 3Ｍ　105mm角 59,000 59,000特　等

特　等

間柱 杉（KD) 3Ｍ　30×105mm 54,000 53,000

5月

柱角 杉（KD) 3Ｍ　105mm角 54,000 53,000特　等

特　等

首都圏市場の木材標準相場表　　　　　　　　　　　　　　　㎥あたり単位：円

品目 樹種 寸　　法 4月等級

タルキ 米松KD 4M　45×60ｍｍ 56,000 56,000特　等

平割 米松KD 3M　45×90ｍｍ 56,000 56,000

首都圏市場の木材標準相場表(輸入品）　　　　　　　　㎥あたり単位：円

角材 米松KD 4M　105mm角 56,000 56,000特　等

特　等

注入土台角 米ビバＦＯＨＣ 4M　105ｍｍ角 78,000 78,000

注入土台角 米ツガ 4M　105ｍｍ角 56,000 56,000特　等

特　等

筋交い 米松グリン 4M　45×105ｍｍ 45,000 45,000

タルキ 米松KD 4M　45×　45mm 58,000 58,000特　等

特　等

角材 米松KD 4M　105mm角 58,000 58,000

平角 米松グリン 4M　105×270mm 44,000 44,000特　等

特　等

平角 米松KD 4M　105×270mm 55,000 55,000

首都圏市場の木材標準相場表(国内挽き）　　　　　　　　㎥あたり単位：円

樹種 　寸　　法 4月 5月等　級

特　等

p.22 

 

 



（4）．欧州材・ロシア材 

欧州材は、ラミナの仕入れ価格、コストの上昇により 4 月から値上げの動きが続いているものの、

購買側はプレカット工場などの受注が落ち着いていることなどから、慎重だ。Ｒウッド集成平角は

供給量に限りがあることから、値上げの傾向が高まり、強保合で推移している。Ｗウッド集成管柱

は、Ｒウッドに比べ国内供給に余裕があることから、現状では値上げが難しいものの、メーカーは

国内外共に一段高が唱えられている。ロシア材も輸入製品の減少で、ホームセンター向けの製品出

荷は好調だが相場を押し上げるほどの力は無く、価格は保合で推移している。 

 

 

 

（5）．ＮＺ・チリ材 

5 月の NZ・チリ材は、輸出産業が年度の改まった 4 月も活気が戻らず、スポット需要は見られるも

のの、持続性がなく梱包需要は盛り上がり感がない。パレット向け仕組みカットは輸出・国内物流向

けに注文がでているが、ラジアタ松よりも杉の引き合いが増えており、メーカーは杉の増産を図って

いる。現地丸太高などによる仕入れコスト高で、製品は小幅の値上げが浸透しているが、荷動きが出

ないと今後の値上げが難しい様相だ。 

 
 

 

ロシア胴縁 アカ松KD 3.8M　16×40ｍｍ 70,000 70,000

ロシアタルキ アカ松KD 3.8M　35×35ｍｍ 62,000 62,000特　等

特　等

ラミナ Rｳｯﾄﾞ 乱尺 35,000 35,000

ラミナ Wｳｯﾄﾞ 乱尺 35,000 35,000

集成管柱（欧州産） Wウッド 3M　105mm角 57,000 57,000

集成平角（欧州産） Rｳｯﾄﾞ 4M　105×240mm 57,000 57,000特　等

特　等

間柱（欧州産） Wウッド（KD) 3M　27　×105ｍｍ 50,000 50,000

集成管柱（国産） Wウッド 3M　105mm角 1,890 1,890特　等

特　等

集成平角（国産） Rｳｯﾄﾞ 4M　105×240mm 58,000 58,000

首都圏市場の木材標準相場表　　　　　　　　㎥あたり単位：円

樹種 寸法 ４月 ５月等　級

特　等

割角 ラジアタ松 4M  27×　85mm 36,000 36,000特　等

割板 ラジアタ松 4Ｍ　15×240mm 38,000 38,000

梱包関連標準相場表　　　　　　　　㎥あたり単位：円

樹種 寸　　法 2月 3月等　級

特　等

p.23 

 

 



（6）．針葉樹合板 

5 月の国産針葉樹合板は、年末年始からの品薄状態がプレカットの稼働も落ち着いてきたことから

強弱に地域差はあるものの全体的には受注残は解消にむかっている。国内合板メーカーは増産体制を

続けているが、想定以上に出荷が好調なため、在庫の確保が進んでいない。5 月は大型連休に合わせ

て機械のメンテナンスを行ったため、稼働日数が少なくなっていて、大手プレカット会社では連休明

けから再び稼働率が上昇する見通しで、今後の需要が盛り返せば再び品薄感が強まる懸念が出ている。 

 

 

 

（7）．プレカット 

全国の 5 月のプレカット会社の受注状況は、地域差・工場間格差はあるが、都市部近郊の大手ハウ

スメーカーや、中堅以上のビルダー系の分譲住宅の需要が引き続き堅調で、賃貸住宅も相変わらず大

手を中心に高水準で推移している。一方で、注文住宅は例年の端境期ではあるが、4 月以降伸び悩ん

でいる。非住宅物件は、現状のところ加工物件が少なく、小規模物件が目立つが、今後の見積もりは

増加傾向で、夏場にかけて需要が増加する気配がある。しばらくは大手ハウスメーカー、ビルダーを

中心にした需要が見込まれているが、地場工務店、販売店の回復が待たれるが、地域差が大きくなっ

ている。今後の先行きに懸念されるのは、米材・欧州材の供給の安定と、価格の値上げの唱えが続い

ており、流通・価格両面での関心が高まっている。 

 

 

日刊木材新聞・木材建材ウイークリー他参照 

針葉樹構造用合板 24ｍｍ　910×1820ｍｍ 1,920 1,920

針葉樹構造用合板 28ｍｍ　910×1820ｍｍ 2,240 2,240

JAS

JAS

針葉樹構造用合板 12ｍｍ　910×1820ｍｍ 1,000 1,000

針葉樹構造用合板 15ｍｍ　910×1820ｍｍ 1,330 1,330

JAS

JAS

首都圏針葉樹構造用合板関連相場表　（大阪地区）　　　　　　1枚あたり　単位：円

寸法 4月 5月樹種

全国平均 99.0 100.7 99.5 108.5 96.8

95.0

95.0

九　州

四　国 105.0

109.0

102.0

123.5

104.0

98.0

97.5

110.0

102.5

ー

中　国

関　西 90.0

109.0

83.3

134.5

90.0

115.0

90.0

167.5

115.0

81.0

中　部

関　東 91.3

101.3

95.1

92.3

95.2

91.7

108.7

100.0

101.4

87.7

東　北

北海道 117.0

69.0

100.3

75.0

125.0

77.0

95.0

99.0

5月のプレカット稼働調査（全国平均表）

単位：％　（　）内は前年比

4月（実績） 前年比 5月（受注） 前年比 6月（見込） 前年比

94.5

107.0

98.4

91.7

96.7

114.0

91.0

－

99.0

p.24 

 

 



「トピックス」 

平成 28年四国の素材生産量、需要量 

素材生産量は、1,375,000 ㎥で前年に比べて 22,000 ㎥の増加となった。 

高知県は、533,000 ㎥となり、前年より、1.7％増となった（バイオマス用は別集計）。 

内訳は製材用 343,000 ㎥、合板用 68,000 ㎥、チップ用は 122,000 ㎥となる。 

樹種別の内訳は、桧 180,000 ㎥、杉が 328,000 ㎥、その他が 25,000 ㎥。 

愛媛県は 541,000 ㎥（3％増加）と微増している。樹種別で桧は 215,000 ㎥（5.3％増）と増えて昨

年同様岡山県についで全国 2 位となり、杉は 312,000 ㎥だった。 

香川県は消費地であり、素材生産量は少ないが、4,000 ㎥（桧 3,000 ㎥、杉 1,000 ㎥）で 33％増と

なった。 

徳島県は 297,000 ㎥（1.3％減）と減少している。樹種別では桧 27,000 ㎥、杉が 249,000 ㎥となっ

た。 

素材需要量は、高知県 393,000 ㎥、愛媛県 583,000 ㎥、徳島県 426,000 ㎥、香川県 7,000 ㎥で四国

全体で 1,409,000 ㎥となり、四国全体での供給量に比し 34,000 ㎥不足している。 

平成 29 年度からは愛媛県のサイプレス・スナダヤが大型製材・集成材工場の稼働を始める為、一段

と素材不足になる可能性がある。 

 

 

 

バイオマス用は、別途集計で高知の土佐グリーンパワーが年間 8 万トン（未利用材のみ）、グリーン

エネルギーが約 3 万トン（全体で 9 万トン内訳未利用材 30％、工場チップ 70％）、徳島県のクラボウ

徳島バイオマス発電所が約 8 万トン（未利用材）が使われている。今後愛媛県のバイオマス発電も始

まることから、バイオマス用材は今後も需要が増加する見込み。（備考：1 トン 1 ㎥計算） 

注）素材製材需要量は、国産材全体需要から合板用・チップ用の今期実績を引いたものです。 

林野庁統計・木材建材ウークリー他参照 

愛媛          (単位千㎥) 

素材生産 製材 483 合板 9 チップ 49 

素材需要 製材 534 合板 0 チップ 49 

 

高知         (単位千㎥) 

素材生産 製材 343 合板 68 チップ 122 

素材需要 製材 271 合板 0 チップ 122 

バイオマス用素材生産 95 

 

徳島         (単位千㎥) 

素材生産 製材 163 合板 74 チップ 60 

素材需要 製材 215 合板 151 チップ 60 

 

香川      (単位千㎥) 

素材生産 製材 4 合板 0 チップ 0 

素材需要 製材 7 合板 0 チップ 0 

 

p.25 

 

 



 

 

p.26 

 

 



 

p.27 

 

 



行事予定 

6 月 1 日（木） 一般財団法人高知県地産外商公社理事会 

 1 日 (木) ～2 日(金) HIKARI金沢どまんなか市 土佐材まつり(ウッドステーション金沢) 

 7 日（水） 四国地区土佐材パートナー意見交換会(香川県 高松テルサ) 

 8 日（木） 森林組合役職員合同情報交換会 

 9 日（金） 9:30～ 高知県森林組合連合会通常総会 

 9 日（金）13:30～ 高知県林業災害防止協会総会 

 9 日（金）15:30～ 高知県中小企業団体中央会総会 

 21 日（水） 東京中央木材市場 優良高知土佐材展(千葉県) 

 22 日 (木) 10:30～ 関西地区土佐材パートナー意見交換会(大阪木材会館) 

 22 日 (木) 13:30～ 「土佐の自然素材で家づくり」大阪商談会(大阪木材会館) 

7 月 14 日（金）10:30～ 関東地区土佐材パートナー意見交換会(東京都足立区) 

 14 日（金）13:30～ 「土佐の自然素材で家づくり」東京商談会(足立区生涯学習センター) 

 22 日 (土) 10:00～ 高知県木材産業政治連盟懇談会 

 26 日（水） 扇木材土佐材まつり(福岡県 ナイス福岡市場) 

 

 

 

 

    写真は(協)西部木材センター1000 回記念市 地域の方も交えて餅投げを実施(29/4/22) 

 

 

 

 

次世代へつなぐウッドファースト社会目指して 

 

 

一般社団法人高知県木材協会 

 〒780-0801 高知市小倉町 2 番 8 号 

 TEL:088-883-6721 FAX:088-884-1697 

 http://www.k-kenmoku.com 
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